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新
年
の
史
遊
サ
ロ
ン
は 

三
時
半
開
始
で
す
。 

 

 今
度
の
新
年
の
会
で
「
史
遊
サ
ロ
ン
」
と
な
っ
て
か

ら
三
年
経
ち
ま
し
た
。
当
初
、
漠
然
と
目
標
に
し
て
い

た
線
で
進
ん
で
い
て
、
ほ
っ
と
し
て
い
ま
す
。 

と
こ
ろ
で
、
ま
ず
最
初
に
お
知
ら
せ
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
の
が
、
一
月
の
サ
ロ
ン
の
開
始
時
間
が
会
場
の

都
合
で
、
い
つ
も
の
三
時
で
は
な
く
三
時
半
と
な
っ
て

い
る
こ
と
。
会
場
は
い
つ
も
の
銀
座
ル
ノ
ア
ー
ル
八
重

洲
北
口
会
議
室
で
、
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

今
二
六
八
号
も
十
頁
立
て
に
な
り
ま
し
た
。
今
ま
で

の
実
績
を
見
る
と
十
頁
を
割
っ
た
の
は
一
回
だ
け
、
ご

協
力
を
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

 

さ
て
、
歴
史
に
遊
ん
で
い
る
者
と
し
て
は
、
激
変
す

る
国
際
情
勢
を
同
時
進
行
で
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
は

至
福
の
こ
と
で
す
。 

予
想
通
り
、
韓
国
の
文
在
寅
大
統
領
は
、
も
は
や
レ

ー
ム
ダ
ッ
ク
で
す
。
当
初
か
ら
の
あ
ま
り
の
支
持
率
の

高
さ
に
お
っ
か
な
び
っ
く
り
し
て
い
て
、
批
判
を
控
え

て
い
た
マ
ス
コ
ミ
も
、
今
で
は
、
外
交
面
も
内
政
面
も

経
済
面
も
道
義
面
も
支
離
滅
裂
だ
と
騒
い
で
い
ま
す
。 

そ
う
な
る
と
色
々
な
話
が
出
て
き
ま
す
。
極
端
な

左
志
向
で
あ
っ
た
盧
武
鉉
大
統
領
が
、
政
権
後
期
に

は
、
支
持
層
の
猛
反
対
を
抑
え
て
米
国
と
の
自
由
貿

易
協
定
、
ト
ル
コ
派
兵
、
済
州
島
の
米
軍
基
地
な
ど

を
進
め
、
韓
米
関
係
を
修
復
す
る
と
と
も
に
、
経
済

成
長
の
基
盤
を
作
り
ま
し
た
。
今
や
そ
の
貿
易
自
由

協
定
を
米
国
か
ら
破
棄
さ
れ
る
の
を
恐
れ
て
い
る
の

が
韓
国
で
す
。 

当
時
、
盧
武
鉉
に
次
ぐ
力
を
以
て
参
謀
役
を
務
め
て

い
た
の
が
文
在
寅
で
す
。
い
ま
文
在
寅
は
盧
武
鉉
を
自

殺
に
追
い
や
っ
た
元
大
統
領
の
李
明
博
ら
に
過
酷
な
仕

返
し
を
し
て
い
ま
す
。 

と
こ
ろ
で
盧
武
鉉
の
文
在
寅
に
対
す
る
評
価
は
「
参

謀
と
し
て
は
優
秀
だ
が
政
治
家
に
は
向
か
な
い
」
と
い

う
こ
と
で
し
た
。
政
治
は
「
妥
協
」
の
世
界
な
の
に
そ

れ
が
で
き
な
い
。 

文
在
寅
は
が
ち
が
ち
の
原
理
主
義
者
で
、
か
つ
て
の

朱
子
学
原
理
主
義
を
想
起
さ
せ
ま
す
。 

全
て
の
政
策
が
理
想
に
彩
ら
れ
た
原
理
主
義
か
ら

提
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム
的

に
は
人
気
が
あ
り
ま
し
た
が
、
現
実
は
逆
に
動
き
、

混
乱
を
生
み
続
け
、
何
ひ
と
つ
成
果
は
生
ま
れ
ま
せ

ん
で
し
た
。 

北
朝
鮮
と
米
国
の
間
で
御
者
台
に
乗
っ
て
引
っ
張
っ

て
ゆ
く
と
豪
語
し
ま
し
た
が
、
今
や
国
際
的
に
は
冷
笑

さ
れ
、
米
国
に
も
疎
ん
じ
ら
れ
北
朝
鮮
か
ら
も
見
捨
て

ら
れ
て
い
ま
す
。 

そ
も
そ
も
「
そ
の
喧
嘩
、
俺
が
預
か
る
」
と
言
え
る

の
は
、
清
水
次
郎
長
の
よ
う
に
、
両
側
よ
り
も
強
い
立

場
で
な
け
れ
ば
、
成
功
し
ま
せ
ん
。
そ
れ
が
歴
史
の
教

訓
で
す
。 

(

新
井 

宏) 

 
 

三
月
の
史
遊
サ
ロ
ン
も
予
定
通
り
第
三
土

曜
日
の
三
月
十
六
日
で
す
が
、
会
場
の
都
合

で
開
始
が
三
時
半
に
な
り
ま
す
。 

「
自
由
執
筆
」
に
つ
い
て
は
、
随
時
お
寄
せ

下
さ
い
。「
埋
め
草
」
も
大
歓
迎
。 
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出
雲
大
社
再
考
（
二
二
） 

 
 

神
仏
習
合
期
の
混
乱
（
１
） 

 
 
 
 

祭
神
は
ス
サ
ノ
ウ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

村
上
邦
治 

  

イ
ン
ド
で
生
ま
れ
た
仏
教
は
各
国
で
広
ま
る
と
、

そ
の
国
の
土
着
し
た
宗
教
を
包
括
し
て
行
っ
た
。
わ

が
国
も
奈
良
期
か
ら
近
世
に
か
け
て
神
道
は
仏
教
と

習
合
し
、
神
仏
は
一
体
と
す
る
本
地
垂
迹
説
が
広
ま

る
。
天
照
大
神
は
大
日
如
来
（
ま
た
は
十
一
面
観
世

菩
薩
）、
大
国
主
命
は
大
黒
天
、
ス
サ
ノ
ウ
尊
は
牛

頭
天
王
（
ま
た
は
薬
師
如
来
や
蔵
王
権
現
）
の
垂
迹

神
と
さ
れ
た
。
わ
が
国
特
有
の
神
々
は
、
仏
や
菩
薩

が
衆
生
を
救
済
す
る
た
め
に
姿
を
現
し
た
仮
の
姿(

垂

迹)

と
す
る
も
の
で
あ
る
。
仏
教
は
既
に
一
千
年
の
歴

史
を
持
ち
教
義
が
確
立
し
て
お
り
、
神
道
は
対
峙
で
き

な
か
っ
た
。
仏
教
優
位
の
神
仏
習
合
は
結
局
千
年
続

き
、
明
治
維
新
の
神
仏
分
離
令
ま
で
続
い
た
。 

  

こ
う
し
た
時
代
に
は
今
日
で
は
考
え
ら
れ
な
い
、

と
ん
で
も
な
い
こ
と
が
起
き
た
。 

 

由
緒
あ
る
神
社
に
も
寺
院
の
支
配
を
物
語
る
別
当

寺
（
神
宮
寺
）
が
お
か
れ
た
。
大
社
の
別
当
寺
と
さ

れ
た
の
は
、
東
方
一
〇
キ
ロ
に
あ
る
山
陰
屈
指
の
名

刹
天
台
宗
浮
浪
山
鰐
淵
寺
で
あ
っ
た
。
こ
の
寺
に
は

白
鳳
期
の
銘
文
が
刻
ま
れ
た
像
高
八
〇
㎝
の
銅
造
観

音
菩
薩
立
像
（
重
文
）
が
残
さ
れ
て
い
る
。
島
根
半

島
の
最
高
峰
鼻
高
山
の
北
山
中
に
あ
り
、
寺
ま
で
幅

の
狭
い
道
と
小
川
が
並
行
し
、
周
り
は
鬱
蒼
と
し
た

木
立
に
囲
ま
れ
て
い
る
。
寺
内
は
百
八
の
石
段
を
上

る
と
本
堂
の
根
本
堂
が
あ
り
、
さ
ら
に
高
さ
十
八
㍍

の
浮
浪
滝
と
、
そ
の
中
ほ
ど
に
蔵
王
権
現
を
祀
る
蔵

王
堂
が
あ
る
。
紅
葉
期
に
は
深
紅
の
も
み
じ
の
名
所

と
し
て
多
く
の
観
光
客
を
集
め
る
。 

 

大
社
の
祭
神
が
大
国
主
命
（
大
己
貴
命
）
で
あ
る

こ
と
は
、『
日
本
書
紀
』
で
明
ら
か
で
あ
る
が
、
平

安
期
よ
り
い
つ
の
間
に
か
ス
サ
ノ
ウ
に
入
れ
替
わ
っ

た
。
明
治
編
纂
の
『
古
事
類
苑
』
に
よ
る
と
、『
先

代
旧
事
本
紀
』
以
降
と
し
て
い
る
。 

 

祭
神
変
更
の
も
っ
と
も
有
力
な
説
は
、
出
雲
国
造

自
ら
替
え
た
の
で
は
な
い
か
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

出
雲
臣
は
意
宇
郡
を
本
拠
地
と
し
郡
司
の
長
で
あ
る

大
領
で
あ
り
、
出
雲
国
筆
頭
の
熊
野
大
社
（
祭
神
ス

サ
ノ
ウ
）
と
次
位
出
雲
大
社
（
祭
神
大
国
主
）
の
神

官
を
兼
ね
て
い
た
。
し
か
し
九
世
紀
に
は
大
領
と
熊

野
大
社
神
官
を
解
か
れ
、
西
の
は
ず
れ
の
出
雲
大
社

に
専
念
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

熊
野
大
社
の
祭
神
は
天
神
ス
サ
ノ
ウ
で
あ
り
、
出
雲

大
社
の
大
国
主
は
国
津
神
（
地
方
神
）
で
あ
る
。
国
造

と
し
て
は
何
と
し
て
も
こ
の
格
差
を
無
く
す
た
め
、
天

神
ス
サ
ノ
ウ
に
替
え
た
と
い
う
も
の
で
あ
る
。 

 

祭
神
が
天
神
に
替
わ
っ
た
こ
と
か
ら
、
神
階
は
次

第
に
進
み
、
つ
い
に
八
五
一
年
に
は
、
熊
野
神
・
杵

築
神
（
出
雲
大
社
）
の
二
神
に
「
特
加
」
と
し
て
従

三
位
に
な
っ
た
。
一
六
年
後
に
は
熊
野
神
よ
り
上
位

の
、
正
二
位
ま
で
異
例
の
昇
進
を
遂
げ
た
。 

 

ま
さ
に
こ
の
時
期
神
仏
習
合
が
進
む
時
で
あ
り
、

中
世
神
話
と
い
う
べ
き
習
合
神
話
が
誕
生
す
る
。 

 

「
釈
迦
が
法
華
経
を
初
め
て
説
い
た
と
さ
れ
る
霊

鷲
山
の
一
部
が
砕
け
落
ち
て
、
海
に
た
だ
よ
っ
て
い

た
の
を
ス
サ
ノ
ウ
が
引
き
寄
せ
出
雲
の
国
造
り
を
行

い
、
そ
の
引
き
寄
せ
た
と
こ
ろ
（
島
根
半
島
浮
浪

山
）
に
社
殿
を
築
い
た
」
と
い
う
も
の
で
あ
る
。
鰐

淵
山
は
浮
浪
山
と
呼
ば
れ
、
ス
サ
ノ
ウ
は
寺
の
本
尊

蔵
王
権
現
の
化
身
と
さ
れ
た
。 

 

こ
の
説
話
に
よ
り
ス
サ
ノ
ウ
を
祭
神
と
す
る
こ
と

が
定
着
し
た
。
戦
国
期
に
は
尼
子
氏
や
毛
利
氏
の
支

援
を
受
け
幾
度
も
遷
宮
を
行
っ
た
が
、
戦
国
大
名
と

し
て
も
優
し
い
大
国
主
よ
り
、
荒
々
し
く
行
動
す
る

ス
サ
ノ
ウ
が
祭
神
で
あ
る
こ
と
を
望
ん
だ
。
本
殿
は

朱
色
に
塗
ら
れ
、
仏
教
色
の
濃
い
も
の
と
な
っ
た
。 

 

祭
神
が
大
国
主
命
に
戻
り
、
現
在
見
る
本
殿
に
建

て
替
え
ら
れ
た
の
は
、
徳
川
幕
府
が
全
額
拠
出
し
正

殿
式
に
よ
る
遷
宮
を
行
っ
た
一
六
六
六
年
で
あ
っ

た
。
伊
勢
神
宮
で
さ
え
習
合
中
で
あ
り
、
こ
れ
が
わ

が
国
最
初
と
な
る
神
仏
分
離
の
事
例
と
な
っ
た
。 

 

現
在
も
毛
利
氏
が
寄
進
し
た
銅
鳥
居
の
銘
文
中
に
祭

神
ス
サ
ノ
ウ
と
記
さ
れ
て
い
る
。
歴
史
好
き
が
こ
の
箇

所
を
触
る
の
で
あ
ろ
う
、
少
し
変
色
し
て
い
る
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参
考
文
献 

『
出
雲
大
社
の
謎
』 

瀧
音
能
之 

 
 

朝
日
新
書 
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今
年
読
ん
だ
本
の
中
か
ら 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平
山 

善
之 

 

① 

Ｇ
・
ア
リ
ソ
ン
『
米
中
戦
争
前
夜
』 

 
 

ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社 

２
０
１
７
・
⒒ 

原
題
は
「Destined for War

」。
訳
は
際
物
的
。 

著
者
は
、
米
中
は
ス
パ
ル
タ
対
ア
テ
ネ
の
如
く
戦
争

に
向
か
う
宿
命
に
あ
る
が
、
こ
れ
か
ら
の
戦
争
は
人

類
の
終
わ
り
を
意
味
す
る
か
ら
、
絶
対
に
回
避
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
。
そ
し
て
「
ア
メ
リ
カ

の
指
導
者
は
キ
ュ
ー
バ
事
件
の
ケ
ネ
デ
ィ
と
同
様
に

賢
い
選
択
を
す
る
た
め
に
は
、
猛
烈
に
考
え
、
猛
烈

に
努
力
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
し
て
具
体
的
な
提
案

を
ト
ラ
ン
プ
大
統
領
と
習
主
席
に
し
て
い
る
。 

就
中
、
両
国
と
も
国
内
の
最
重
要
課
題
が
「
政
治
シ

ス
テ
ム
の
破
綻
」
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
べ
き
で
、

そ
の
為
に
は
ツ
キ
ジ
デ
ス
の
「
ペ
ロ
ポ
ネ
ソ
ス
戦

史
」
を
読
む
こ
と
が
「
最
高
の
出
発
点
」
と
い
う
。 

 

し
か
し
、
ト
ラ
ン
プ
は
本
な
ど
無
縁
で
、
猛
烈
に

行
動
す
る
だ
け
の
人
の
よ
う
に
み
え
る
し
、
中
国
は

破
綻
回
避
の
最
高
策
が
「
愛
国
心
を
煽
る
こ
と
」
で

あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
読
者
は
悲
観
的
に
な
ら
ざ

る
を
得
な
い
。 

 

② 

山
田
泰
司
『
食
い
つ
め
も
の
ブ
ル
ー
ス
』 

 
 
 
 
 
 

日
経
Ｂ
Ｐ
社 

 

２
０
１
７
・
⒒ 

 

著
者
は
中
国
の
大
学
に
留
学
し
、
現
在
、
上
海
に

居
を
持
つ
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
。
中
国
の
農
村
出
身
者

の
姿
を
描
い
た
。 

 

格
差
社
会
は
日
本
で
も
欧
米
で
も
拡
大
し
つ
つ
あ

る
と
い
う
。
し
か
し
、
こ
こ
に
描
か
れ
た
格
差
は
ま

さ
に
中
国
的
で
頂
上
と
底
辺
の
違
い
は
日
本
で
は
想

像
も
で
き
ぬ
ほ
ど
大
き
い
。
し
か
も
底
辺
の
人
口
は

副
題
に
「
３
億
人
の
中
国
農
民
工
」
と
あ
る
よ
う
に

桁
違
い
に
大
き
い
。
こ
の
層
は
「
以
前
よ
り
良
い
」

「
明
日
に
は
自
分
の
番
が
回
っ
て
く
る
」
と
考
え
て

暴
動
を
起
こ
す
気
は
な
い
ら
し
い
。
し
か
し
、
格
差

は
固
定
化
し
つ
つ
あ
る
と
い
う
し
、
経
済
的
に
も
底

辺
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
の
余
裕
が
無
く
な
り
、
大
都
市
に

「
食
い
つ
め
も
の
」
を
受
け
入
れ
る
余
裕
が
な
く
な

っ
た
時
、
ど
う
な
る
で
あ
ろ
う
か
。
共
産
党
政
府
の

常
と
う
手
段
は
外
に
国
民
の
目
を
向
け
さ
せ
る
事
で

あ
る
。
日
本
、
韓
国
、
ア
メ
リ
カ
は
常
に
そ
の
標
的

と
な
る
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
。
全
く
憂
鬱
な
隣
人

で
、
我
々
は
覚
悟
し
備
え
ざ
る
を
得
な
い
だ
ろ
う
。 

 

日
本
国
内
に
も
格
差
は
あ
る
が
、
差
の
程
度
も
底

辺
の
数
も
マ
イ
ル
ド
で
腐
敗
も
少
な
い
。
中
国
か
ら

学
ん
だ
儒
教
と
固
有
の
武
士
道
精
神
が
、
マ
ル
ク
ス

理
論
を
し
の
ぐ
成
果
を
も
た
ら
し
た
。 

 

③ 

Ｍ
・
ク
レ
フ
ェ
ル
ト
『
新
時
代
〈
戦
争
論
〉』 

 
 
 
 

原
書
房 

 
 
 

２
０
１
８
・
５ 

著
者
は
イ
ス
ラ
エ
ル
在
住
の
軍
事
史
・
軍
事
論 

専
門
家
。
ク
ラ
ウ
ゼ
ヴ
ィ
ッ
ツ
、
孫
子
に
な
ら
っ
て

こ
の
本
を
書
い
た
。
現
代
の
戦
争
の
特
徴
は 

 
 

 

１ 

核
戦
争 

 
 

 

２ 

非
対
象
戦
争 

 
 

 

３ 

サ
イ
バ
ー
戦
争 

で
あ
る
と
い
う
。 

 

大
国
間
の
核
戦
争
は
人
類
滅
亡
で
あ
る
か
ら
、
起

き
な
い
、
と
楽
観
的
で
あ
る
。
し
か
し
、
金
正
恩
の

よ
う
な
狂
気
の
男
も
い
る
か
ら
、
楽
観
は
で
き
ま

い
。 

 

い
ま
世
界
中
で
起
き
て
い
る
の
は
非
対
象
戦
争
、

即
ち
内
戦
、
ゲ
リ
ラ
、
テ
ロ
等
だ
が
、
原
因
は
政
治

権
力
、
民
族
対
立
、
宗
教
な
ど
、
古
来
変
わ
ら
な

い
。
原
因
が
変
ら
な
い
以
上
、
戦
争
は
な
く
な
ら
な

い
。
つ
ま
り
、
今
日
の
よ
う
な
争
い
は
向
こ
う
数
百

年
は
変
わ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
、
と
私
は
考
え
て
い

る
。
民
族
意
識
が
な
く
な
り
、
宗
教
が
互
い
に
寛
容

に
な
り
、
人
間
の
本
性
が
変
っ
て
権
力
欲
や
金
欲
が

な
く
な
る
、
と
い
う
世
は
、
近
い
将
来
で
は
考
え
難

い
。 私

が
最
も
興
味
を
ひ
か
れ
る
の
は
、
３
の
サ
イ
バ

ー
戦
争
だ
。
大
国
の
武
器
も
そ
れ
以
外
の
シ
ス
テ
ム

も
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
制
御
さ
れ
て
い
る
今
日
、
シ
ス

テ
ム
そ
の
も
の
を
攻
撃
で
き
る
と
は
、
な
ん
と
恐
ろ

し
い
こ
と
か
。
し
か
も
核
と
異
な
り
「
人
類
滅
亡
」

の
意
識
は
な
い
か
ら
、
常
に
起
こ
り
得
る
。
し
か

し
、
本
書
は
や
や
軽
視
し
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。 
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縄
文(

文
化)

に
思
う 

…
… 

『
縄
文
文
化
が
日
本
人
の
未
来
を
拓
く
』 

(

小
林
達
雄
著) 

読
後
感 

諸 

橋 
 

奏 

 
 「

読
み
書
き
算
盤
」
育
ち
の
昭
和
一
桁
世
代
に
と
っ

て
、｢

本
が
売
れ
な
い
、
出
版
不
況｣

の
昨
今
は
、
い

さ
さ
か
寂
し
い
。 

と
こ
ろ
で
、
縄
文
研
究
の
第
一
人
者
・
小
林
達
雄

國
學
院
大
学
名
誉
教
授
の
近
著
『
縄
文
文
化
が
日
本

人
の
未
来
を
拓
く
』(

徳
間
書
店 

二
〇
一
八
年
四

月
三
〇
日
刊)

は
、
退
官
十
年
目
の
出
版
で
、
著
者

の
集
大
成
的
作
品
で
あ
ろ
う
。
発
売
早
々 amazon

一
位─

2018.5.16

～5.21 (

カ
テ
ゴ
リ
・
考
古
学)

、

八
月
に
重
版
と
の
こ
と
で
あ
る
。
偶
々
、
上
野
の
東

京
国
立
博
物
館
で
「
縄
文
」
展(

七
月
三
日
～
九
月

二
日)

が
、
ま
た
文
化
庁
が
パ
リ
日
本
文
化
会
館
で

開
催
中
の
「
縄
文
展
」
に
高
校
生
ニ
ッ
ポ
ン
文
化
大

使
を
派
遣
す
る
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
な
ど
、
よ
い

タ
イ
ミ
ン
グ
で
あ
っ
た
。 

こ
の
『
縄
文
文
化
が
…
…
』
の
要
旨
は｢

日
本
文

化
は
今
、
世
界
的
に
注
目
を
集
め
て
い
る
。
そ
れ
は

欧
米
や
大
陸
の
国
々
の
歴
史
に
な
い
ユ
ニ
ー
ク
な
文

化
「
縄
文
文
化
」
と
い
う
一
万
年
以
上
に
わ
た
る

「
自
然
と
共
存
共
生
」
し
た
歴
史
を
も
っ
て
い
る
か

ら
で
あ
る
。 

新
石
器
革
命
で
「
農
耕
・
牧
畜
」
と
と
も
に
定
住

す
る
よ
う
に
な
っ
た
大
陸
側
の
人
々
は
「
自
然
」
は

征
服
、
開
墾
す
べ
き
対
象
で
あ
っ
た
。 

一
方
「
縄
文
の
定
住
革
命
」
は
「
狩
猟
、
漁
労
、

採
集
」
の
生
業

な
り
わ
い

三
本
柱
に
よ
り
自
然
と
共
生
、
そ

の
秩
序
を
保
持
し
つ
つ
自
然
の
恵
み
を
利
用
す
る
と

い
う
作
戦
、
名
付
け
て
「
縄
文
姿
勢
方
針
」
を
一
万

年
以
上
実
践
継
続
。
そ
の
文
化
が
、
現
在
に
「
縄
文

の
文
化
的
遺
伝
子
」
と
し
て
日
本
民
族
に
色
濃
く
受

け
継
が
れ
て
い
る
と
い
う
も
の
で
あ
る
。 

ま
た
「
農
耕
と
か
栽
培
と
か
農
業
と
か
、
こ
の
辺

は
き
ち
ん
と
区
別
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
、
縄
文
は

農
耕
と
は
無
関
係
で
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
を
栽
培
は

し
て
い
る
け
れ
ど
も
、
栽
培
イ
コ
ー
ル
農
耕
で
は
な

い
」
と
。 

こ
の
「
自
然
と
共
存
共
生
し
た
」
縄
文
と
「
自
然

を
克
服
す
る
」
大
陸
文
化(

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
中
国
大

陸
側)
。
大
陸
側
の
新
石
器
文
化
が
、
農
耕(

牧
畜)

を
契
機
に
飛
躍
し
て
い
く
の
に
対
し
、「
縄
文
文
化

は
農
耕
と
は
、
無
縁
で
あ
っ
た
」
に
つ
い
て
熊
本
大

学
小
畑
弘
己
教
授
は
「
植
物
学
が
あ
き
ら
か
に
し
た

縄
文
時
代
の
植
物
栽
培
」
で
「
縄
文
人
を
「
高
度
な

狩
猟
採
集
民
」
で
は
な
く
、「
狩
猟
栽
培
民
」
と
呼

ぶ
」
こ
と
を
提
唱
し
て
い
る(
『
季
刊
・
邪
馬
台

国
』
平
成
三
〇
年
七
月 

梓
書
院)
。 

ま
た
、
井
口
一
幸(

日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
会
員 

史

遊
会
前
編
集
委
員)

、
蜂
矢
敬
啓(

日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ

会
員 

史
遊
会
顧
問)

は
そ
の
共
著
『
縄
文
以
前
の

日
本
列
島
の
謎
』
で
「
栽
培
、
漁
労
に
よ
る
食
料
の

収
穫
は
、
自
然
物
の
採
集
、
狩
猟
だ
け
で
は
集
落
の

人
々
の
食
生
活
を
満
た
す
こ
と
が
で
き
な
い
、
そ
う

し
た
不
安
定
な
生
活
を
補
う
た
め
に
行
な
わ
れ
た
生

活
の
知
恵
と
も
言
え
る
。
も
っ
と
も
こ
の
時
代
の

人
々
総
て
が
、
栽
培
、
漁
労
な
ど
に
よ
る
食
料
確
保

と
い
う
生
活
を
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
全
体
か

ら
み
て
食
料
の
獲
得
は
自
然
物
採
集
、
狩
猟
に
よ
る

の
が
、
主
流
で
あ
っ
た
こ
と
に
変
わ
り
な
い
と
い
う

説
も
否
定
で
き
な
い
」
と
し
て
い
る
。 

 

尚
、｢

史
遊
会｣

で
は
小
林
教
授
退
官
前
年
の
平
成

一
九
年
に
、「
縄
文
人
論
」
の
講
義
を
し
て
頂
い
て

い
る 

(

『
史
遊
会
通
信
』
一
五
七
号
平
成
一
九
年

九
月
九
日
に
概
要
掲
載)

。 

 

さ
て
、
こ
こ
で
改
め
て
文
明
の
発
祥
に
つ
い
て
み

る
こ
と
と
す
る
。 

『
縄
文
文
化
が
…
…
』
を
引
用
す
る
と 

「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は 

農
耕
・
牧
畜
の
開
始
に
よ
り

長
い
人
類
史
の
第
一
段
階
で
あ
る
旧
石
器
時
代
の
歴

史
と
一
線
を
画
し
て
、
人
類
史
の
第
二
段
階
で
あ
る

「
新
石
器
革
命
」
に
。
こ
の
新
石
器
革
命
は
紀
元
前

一
万
年
か
ら
紀
元
前
八
千
年
頃(

一
万
二
千
年
～
一

万
年
前)

に
シ
ュ
メ
ー
ル(

メ
ソ
ポ
タ
ミ
ア)

で
始
ま

っ
た
」
そ
れ
は
現
在
の
わ
れ
わ
れ
の
生
活
が
始
ま
っ

た
と
い
う
こ
と
で
そ
の
第
一
が
「
食
料
問
題
」
の
解

決
で
あ
り
、
第
二
が
「
土
器
の
発
明
」
で
あ
っ
た
。 
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主
た
る
食
用
植
物
の
栽
培
化
さ
れ
た
年
代
・
地
域 

(
『
栽
培
植
物
の
起
原
と
伝
播
』
星
川
清
親
著) 

 

小
麦 
一
万
五
千
年
前 

カ
ス
ピ
海
南
岸 

大
麦 

BC
七
千
年
頃 

イ
ラ
ク
～
ト
ル
コ
地
域 

ラ
イ
麦(

黒
麦)  
BC
三
千
年 

ト
ラ
ン
ス
コ
ー

カ
サ
ス
地
域
と
ト
ル
キ
ス
タ
ン
・
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
地
域 

燕
麦 

BC
二
千
二
百
年
頃 
中
央
ア
ジ
ア
の
ア
ル

メ
ニ
ア
地
域
～
小
ア
ジ
ア
経
由
ド
イ
ツ
地
方 

 

 

ま
た
、
動
物
の
家
畜
化
さ
れ
た
年
代
・
地
域 

(

『
植
物
と
文
明Ⅰ

解
説
書
』
藤
井
純
夫) 

 

ヒ
ツ
ジ 

BC
八
千
五
百
年 

イ
ラ
ク 

ヤ
ギ 

 

BC
七
千
五
百
年 

イ
ラ
ン 

ブ
タ 

 

BC
七
千
年 

 
 

ト
ル
コ 

ウ
シ 

 

BC
六
千
五
百
年 

ギ
リ
シ
ャ
・
ト
ル
コ 

フ
タ
コ
ブ
ラ
ク
ダ 

BC
三
千
年 

南
ロ
シ
ア 

ヒ
ト
コ
ブ
ラ
ク
ダ 

BC
三
千
年 

サ
ウ
ジ
ア
ラ
ビ
ア 

ウ
マ 

 
 
 
 
 

BC
三
千
年 

ウ
ク
ラ
イ
ナ 

ア
ヒ
ル 

 
 
 
 

BC
二
千
五
百
年 

西
ア
ジ
ア 

ニ
ワ
ト
リ 
 
 
 

BC
二
千
年 

パ
キ
ス
タ
ン 

 

(

註) 

「
農
耕
文
化
は
農
耕
だ
け
で
は
な
く
、
家
畜

飼
養
を
伴
っ
た
形
で
成
立
し
た
。
家
畜
飼
養
と
農
耕

と
が
別
々
に
起
こ
っ
た
の
で
は
な
く
、
多
く
の
場
合
、

両
者
が
有
機
的
に
む
す
び
つ
い
た
形
で
成
立
し
た
ら

し
い
」 

 

序
で
に
付
記
す
る
と
「
民
族
の
生
業
形
態
と
言
語
」

も
両
者
が
有
機
的
に
む
す
び
つ
い
た
形
で
形
成
～
成

立
し
た
。 

 

縄
文
文
化
の
形
成
に
重
要
な
役
割
を
果
し
た
と
思

わ
れ
る
の
は
「
日
本
語
祖
語
」「
土
器
の
登
場(

食
料

の
煮
炊
用)

」「
犬
の
家
畜
化(

狩
猟
用)

」
な
ど
で
、

中
で
も
「
日
本
語
祖
語
」
は
動
植
物
の
食
用
の
可
否

や
収
穫
の
多
寡
な
ど
生
命
維
持
に
か
か
わ
る
大
事
な

伝
達
手
段
で
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。 

 

民
族(na

tion)

は
「
文
化
の
伝
統
を
共
有
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
歴
史
的
に
形
成
さ
れ
、
同
属
意
識
を
も

つ
人
々
の
集
団
」
と
定
義
さ
れ
、｢

文
化
の
中
で
も

特
に
言
語
を
共
有
す
る
こ
と
が
重
要
視
さ
れ｣

る
と

い
わ
れ
る
。
言
語
は
民
族
の
形
成
と
不
可
分
で
あ

る
。
小
林
教
授
は
「
講
演
・
縄
文
人
論
」
で｢

日
本

列
島
の
人
間
の
歴
史
は
三
万
五
千
年
前
く
ら
い
ま
で

遡
る
が
十
万
年
は
越
え
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
て

い
る
」
と
述
べ
て
い
る
。 

人
類
史
的
成
果
品
「
土
器
の
登
場
」
に
つ
い
て
は 

「
土
器
の
製
作
開
始
は
、
技
術
的
革
新
性
を
意
味
し

重
要
、
画
期
的
成
果
品
で
、
歴
史
的
意
義
が
」。 

日
本
の
土
器
の
登
場
に
つ
い
て
は
「
炭
化
物
の
測

定
年
代
が
約
一
万
六
千
年
前
と
い
う
較
正
値
も
発
表

さ
れ
て
い
る
」(

小
林
達
雄
『
縄
文
の
思
考
』─

青

森
県
大
平
山
元
遺
跡
出
土
土
器
附
着)

。 

ま
た
「
犬
の
家
畜
化
」
に
つ
い
て
は
、
ス
ウ
ェ
ー

デ
ン
王
立
工
科
大
・
サ
ボ
ラ
イ
ネ
ン
博
士
ら
と
米
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大
・
レ
ナ
ー
ド
博
士
ら
の
「
犬
の
家

畜
化
」(

二
国
際
研
究
グ
ル
ー
プ)

に
よ
る
と
、「
犬

の
ル
ー
ツ
は
約
一
万
五
千
年
前
、
東
ア
ジ
ア
で
家
畜

化
さ
れ
た
オ
オ
カ
ミ
。
オ
オ
カ
ミ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
分
析

で
そ
ん
な
結
果
が
出
た
」 

(

平
成
二
六
年
一
一
月

二
二
日 

朝
日
新
聞)

。 

更
に
「
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
王
立
工
科
大
の
研
究
チ
ー

ム
が
犬
と
オ
オ
カ
ミ
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
を
調
べ
た
と
こ
ろ
、

柴
犬
と
秋
田
犬
が
最
も
オ
オ
カ
ミ
に
近
い
Ｄ
Ｎ
Ａ
を

持
っ
て
い
た
」(

平
成
二
九
年
二
月
一
二
日 

朝
日

新
聞)

。
共
に
縄
文
時
代
草
創
期
始
め
頃
に
符
号

す
る
。 

縄
文
文
化
の
最
大
の
論
点
、「
生
業

な
り
わ
い

」
の
自
然
と

の
共
存
共
生
に
つ
い
て
は 

「
現
代
よ
り
豊
か
な
縄
文
の
狩
猟
採
集
生
活─

多
種

多
様
な
縄
文
人
の
食
料
」
と
し
て 

哺
乳
動
物 

シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ
・
ツ
キ
ノ
ワ
グ
マ
・
カ
モ
シ
カ

…
…
な
ど
六
〇
種
以
上 

鳥
類 

キ
ジ
・
ガ
ン
・
カ
モ
・
ヤ
マ
ド
リ
・
ハ
ク
チ
ョ
ウ

…
…
な
ど
二
〇
種
類
以
上 

昆
虫
類 
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イ
ナ
ゴ
・
ハ
チ
の
子
・
キ
ク
イ
ム
シ
・
ク
リ
ム

シ
・
ゲ
ン
ゴ
ロ
ウ
・
ザ
ザ
ム
シ 

な
ど 

海
獣 

ク
ジ
ラ
類
・
イ
ル
カ
類
・
ト
ド
・
オ
ッ
ト
セ
イ
・

ア
ザ
ラ
シ
・
ジ
ュ
ゴ
ン 

魚
類 

カ
ツ
オ
・
マ
グ
ロ
・
フ
グ
・
イ
ワ
シ
・
タ
イ
・
サ

ケ
・
コ
イ
・
ア
ユ
・
ウ
ナ
ギ 

貝
類 

ア
サ
リ
・
ハ
マ
グ
リ
・
ヤ
マ
ト
シ
ジ
ミ
・
カ
ラ
ス

ガ
イ
・
ハ
イ
ガ
イ
・
ア
カ
ニ
シ
巻
貝
…
…
な
ど
三

五
〇
種
以
上 

海
草
ほ
か 

海
藻
類
・
ウ
ニ
類 

ド
ン
グ
リ
類 

ド
ン
グ
リ
・
ク
ル
ミ
・
ク
リ
・
ト
チ 

植
物
性 

緑
豆
・
ヒ
ョ
ウ
タ
ン
・
エ
ゴ
マ
、(

ユ
リ
・
ゼ
ン

マ
イ
・
ワ
ラ
ビ
・
ノ
ビ
ル
・
カ
タ
ク
リ
・
き
の
こ

類)  

等
が
列
記
さ
れ
て
い
る
。 

 

更
に
、
小
林
教
授
が
縄
文
文
化
の
中
で
強
く
主
張

し
て
い
る
「
一
万
年
以
上
に
わ
た
る
自
然
と
共
存
共

生
し
た
歴
史
」
の
具
体
例
と
し
て
、
食
料
事
情
を
安

定
に
導
い
た
「
縄
文
カ
レ
ン
ダ
ー
」(

『
縄
文
人
の

世
界
』─

朝
日
選
書 

一
九
九
六
年
を
一
部
改
編)

を
転
記
す
る
と 

春 

採
集 

ゼ
ン
マ
イ
・
ワ
ラ
ビ
・
ノ
ビ
ル 

夏 

漁
労
・
海
獣
魚 

イ
ワ
シ
・
カ
ツ
オ
・
フ
グ
・

タ
イ
・
サ
ケ
・
ク
ジ
ラ
・
イ
ル
カ
・
ト
ド
・

ア
ザ
ラ
シ 

貝
類
・
海
草
類
採
集 

ア
カ
ニ
シ
巻
貝
・
ハ
イ

ガ
イ
・
ハ
マ
グ
リ
・
ア
サ
リ
な
ど 

コ
ン
ブ 

秋 

採
集 

ク
リ
・
ド
ン
グ
リ
・
ク
ル
ミ
・
ノ
ブ

ド
ウ 

冬 

狩
猟 

ウ
サ
ギ
・
ム
サ
サ
ビ
・
タ
ヌ
キ
・
サ

ル
・
シ
カ
・
イ
ノ
シ
シ 

を
中
心
的
な
食
料
と
し
て
挙
げ
て
い
る
。 

 

ま
た 

先
著
『
縄
文
の
思
考
』(

二
〇
〇
八
年)

で
は

「
縄
文
時
代
の
狩
猟
漁
労
採
集
は
、
文
字
通
り
山
海

の
恵
み
を
専
ら
享
受
す
る
構
え
を
と
る
。
貝
塚
に
残

さ
れ
た
貝
の
種
類
三
〇
〇
、
魚
類
七
〇
、
獣
類
六
〇
、

鳥
類
三
〇
種
ほ
ど
を
そ
れ
ぞ
れ
に
超
え
、
そ
の
他
に

カ
メ
や
ヘ
ビ
や
海
獣
を
食
料
と
し
て
い
た
。
骨
格
や

殻
の
な
い
植
物
は
残
り
に
く
い
が
、
そ
れ
で
も
約
六

〇
種
知
ら
れ
て
お
り
、
実
際
は
そ
の
五
倍
の
三
〇
〇

以
上
と
見
積
も
っ
て
も
大
袈
裟
で
は
な
い
。
白
井
光

太
郎
が
『
食
用
植
物
』
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
は
、

キ
ノ
コ
類
を
除
い
て
四
五
〇
種
に
上
る
」
と
。 

「
キ
ノ
コ
類
・
ド
ン
グ
リ
」
に
つ
い
て
付
記
す
る
と 

キ
ノ
コ
類 

ハ
ツ
タ
ケ
・
ア
カ
モ
ミ
タ
ケ
・
チ
チ
タ
ケ
・
オ
ト

メ
ノ
カ
サ
…
…
な
ど
食
用
七
一
種 

『
キ
ノ
コ
採

り
の
楽
し
み
』(

横
山
竜
夫 

内
田
正
宏 

伊
沢

正
名
・
共
著) 

ド
ン
グ
リ
類 

「
ブ
ナ
科
の
木
の
実
食
べ
ら
れ
る
」(

二
〇
〇
八

年
一
〇
月
二
六
日 

朝
日
新
聞) 

落
葉
樹 

コ
ナ
ラ
・
ミ
ズ
ナ
ラ
・
カ
シ
ワ
・
ク
ヌ

ギ
・
ク
リ
・
ブ
ナ 

常
緑
樹 

シ
ラ
カ
シ
・
ア
ラ
カ
シ
・
ア
カ
ガ
シ
・
ウ

バ
メ
ガ
シ
・
マ
テ
バ
シ
イ
・
ス
ダ
ジ
イ
。 

 

「
縄
文
人
の
ゆ
た
か
な
精
神
世
界
」 

 

宗
教
学
者
山
折
哲
雄
は
「
大
昔 

日
本
列
島
に
棲

む
人
び
と
は 

死
者
が
で
れ
ば
野
の
は
ず
れ
や
山
の

麓
に
は
こ
ん
だ 

骸
か
ら
魂
が
抜
け
で
て 

山
に
の

ぼ
り 

峠
を
こ
え
て 

山
の
カ
ミ
に
な
っ
た 

先
祖
に

な
っ
た
」(

朝
日
新
聞 

平
成
三
〇
年
六
月
三
〇
日)

。 

ま
た
「
神
道
」
に
つ
い
て｢

神
道(

し
ん
と
う)

は
日

本
民
族
の
形
成
以
来
、
自
然
に
対
す
る
独
自
の
感
受

性
を
も
と
に
、
目
に
見
え
な
い
カ
ミ
の
働
き
へ
の
崇

拝
を
そ
だ
て
た
が
、
開
祖
や
教
理
は
も
た
な
か
っ
た
。

む
し
ろ
、
カ
ミ
を
ま
つ
り
、
禊
、
祓
を
行
っ
て
心
身

を
清
浄
に
す
る
、
素
朴
な
儀
礼
に
基
づ
く
民
族
宗
教

で
あ
っ
た｣

(

集
英
社
『imi

das

』)

と
定
義
つ
け
て

い
る
。 
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縄
文
人
は
そ
の
生
業
を
「
自
然
と
共
存
共
生
」、

｢
自
然
は
カ
ミ｣

で
あ
っ
た
。
日
本
人
の
ユ
ニ
ー
ク
さ

の
原
点
は
こ
こ
に
あ
っ
た
の
で
あ
る
。 

と
こ
ろ
で
…
… 

日
本
人
は
、
い
つ
、
ど
こ
か
ら
。
そ
の
時
期
や
ル

ー
ト
に
つ
い
て
は
、
現
代
人
と
古
代
人
の
ゲ
ノ
ム

(

遺
伝
情
報)

解
析
、
比
較
を
通
じ
て
明
ら
か
に
す
る

研
究(

ゲ
ノ
ム
人
類
学)
が
は
じ
め
ら
れ
て
い
る
。 

日
本
人
の
ル
ー
ツ
に
つ
い
て
の
近
年
の
有
力
説
は

北
海
道
ル
ー
ト 

約
二
万
六
千
年
前 

対
馬
ル
ー
ト 

 

約
三
万
八
千
年
前 

沖
縄
ル
ー
ト 

 

約
三
万
年
以
上
前 

(

二
〇
一
六
年
六
月
二
六
日
朝
日
新
聞)

。 

又
、
縄
文
人
と
現
代
人
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
と
の
比
較
結
果

は
、「
遺
伝
的
に
は
ア
イ
ヌ
人
が
最
も
近
い
関
係
に

あ
り
、
沖
縄
の
琉
球
人
、
東
京
周
辺
の
人
と
続
い

た
。(

略)

日
本
人
が
、
縄
文
人
と
弥
生
系
渡
来
人
の

混
血
と
い
う
説
が
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
解
読
で
も
裏
付
け
ら
れ

た
」 

 
(

二
〇
一
六
年
九
月
二
日 

朝
日
新
聞)

。 

さ
ら
な
る
追
求
で
は
「
大
陸
か
ら
渡
来
し
た
弥
生

人
と
の
混
血
が
始
ま
っ
た
の
は
、
ア
イ
ヌ
人
を
縄
文

系
の
直
系
子
孫
と
仮
定
す
る
と
、
ヤ
マ
ト
人
の
場

合
、
西
暦
三
～
七
世
紀
ご
ろ
。
オ
キ
ナ
ワ
人
、
西
暦

一
〇
七
五
～
一
三
二
〇
年
ご
ろ
か
ら
と
推
定
さ
れ

る
」 

(

二
〇
一
八
年
七
月
一
日 

朝
日
新
聞G

L
OB
E)

。 

そ
し
て
今
、
現
代
の
生
活
の
中
に
は
こ
の
国
の
原

点
「
縄
文
文
化
」
の
影
が
色
濃
く
残
っ
て
い
る
の
を

目
に
し
、
ま
た
感
じ
る
の
で
あ
る
。 

そ
の
最
た
る
例
が
「
大
和
国
一
宮
大
神
神
社
」。 

神
と
は
三
輪
の
神
を
言
い
、
三
輪
山
が
御
神
体
で
本

殿
が
な
く
拝
殿
が
あ
る
だ
け
。
そ
の
三
輪
山
に
は 

磐
座 

神
霊
が
宿
る
た
め
の
岩
石
の
座
位 

磐
境 

神
域
、
聖
所
の
古
称 

磯
城 

石
で
築
い
た
祭
場 

神
奈
備 

神
が
鎮
座
す
る
山
や
森 

神
籬

ひ
も
ろ
ぎ 

神
霊
が
宿
る
山
・
森
・
老
木
な
ど
の
周
囲

に
常
磐
木
を
植
え
め
ぐ
ら
し
玉
垣
で
神
聖
を
保

っ
た
と
こ
ろ 

な
ど
が
山
頂
ま
で
点
在
し
、
古
代
の
自
然
信
仰
を

今
に
つ
た
え
て
い
る
。 

 
続
い
て
色
濃
く
残
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
も
の
は

「
諏
訪
大
社
の
年
中
行
事
」
で
あ
る
。 

 

信
濃
国
一
宮
「
諏
訪
大
社
」
は
、
上
社(

本
宮
・

前
宮)

、
下
社(

春
宮
・
秋
宮)

四
社
の
総
称
で
あ
る

が
、
そ
の
発
祥
の
地
は
上
社
本
宮
で
あ
る
と
い
う

(

『
歴
史
読
本
』
二
〇
一
三
年
二
月
号 

新
人
物
往

来
社 

牛
山
佳
幸)

。 

近
年
、
確
実
性
の
高
い
資
料
「
阿
蘇
氏
系
図
」
の

発
見
、
研
究
か
ら
神
社
の
起
源
と
成
立
過
程
が
明
ら

か
に
な
っ
て
き
た
と
の
こ
と
で
あ
る(

『
諏
訪
大
社

の
御
柱
と
年
中
行
事
』
宮
坂
光
昭)

。 

そ
の
「
御
柱
」
の
源
流
は
、
縄
文
の
「
柱
立
て

祭
」
と
の
見
解
で
あ
る
。 

ま
た
上
社
の
祭
祀
形
態
「
ミ
シ
ヤ
グ
ジ(

御
左
口)

神
」(

巨
石
・
樹
木
・
リ
ン
ガ
を
依
代
と
す
る
自
然

精
霊)

信
仰
は
、
原
始
・
古
代
に
起
源
を
求
め
ら
れ

る
も
の
で
あ
る
と(

宮
坂
光
昭
並
び
に
『
歴
史
読

本
』 

二
〇
〇
二
年
一
一
月
号 

窪
寺
絃
一)

。 

元
旦
の
特
殊
神
事
「
蛙
狩
神
事
」
は
「
蛙
を
生
贄

に
し
て
の
御
狩
り
初
め(

狩
猟
祈
念)

」
で
あ
ろ
う
。 

恒
例
の
「
御
頭
祭(

酉
の
祭
・
古
く
は
三
月
酉
の

日
に
行
わ
れ
た)

」
の
奉
納
品
は
、
鹿
七
五
頭
・

猪
・
兎
・
雁
・
鯉
・
ア
ワ
ビ
・
塩
エ
ビ
・
ボ
ラ
・
サ

メ
・
ヒ
ダ
ラ
・
タ
コ
・
ワ
カ
メ
等
。
酒
三
石
四
斗

余
、
土
器
千
枚
が
用
意
さ
れ
「
神
人
相
嘗
」
の
饗
膳

の
儀
式
が
と
り
行
わ
れ
る
。 

 

更
に
付
記
す
る
と
、
こ
の
例
大
祭
の
通
称
酉
の
祭

り
（
御
頭
祭
・
大
御
立
座
神
事
・
廻
湛
神
事
・
神
使

巡
幸
）
は
特
殊
神
饌
と
し
て
鹿
の
頭
が
供
え
ら
れ
、

「
神
人
相
嘗
」
儀
式
の
あ
と
弓
・
矢
に
よ
る
狩
猟
行

為
を
伴
う
も
の
で
、
明
ら
か
に
「
狩
猟
呪
術
」
で
あ

り
、
縄
文
時
代
の
「
風
習
」
を
色
濃
く
留
め
て
い
る

も
の
と
言
え
よ
う
。 

 

例
が
飛
躍
す
る
が
、
江
戸
時
代(

一
八
一
〇
年)

の

「
諸
藩
の
幕
府
へ
の
献
上
物
」
に
も
縄
文
文
化
を
感

じ
る
。
地
方
各
藩
は
吟
味
に
吟
味
を
重
ね
て
、
安
全

で
、
風
土
と
歴
史
の
所
産
で
あ
る
古
来
か
ら
の
伝
統

色
を
献
上
し
た
は
ず
。
生
物
は
江
戸
前
が
あ
る
こ
と
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も
あ
り
、
保
存
食
を
主
と
し
た
山
・
川
・
海
・
里
の

幸
の
中
に
、
縄
文
の
食
文
化
の
名
残
り
を
見
る
の
で

あ
る
。 

 

稿
末
別
表 

「
諸
藩
の
幕
府
へ
の
献
上
物
」
一
八
一
〇
年

(

文
化
七)(

『
図
表
で
み
る
江
戸
・
東
京
の
世

界
』
江
戸
東
京
博
物
館 

一
九
九
八
年)

を
も

と
に
作
成 

 

更
に
「
縄
文
の
文
化
的
遺
伝
子
」
に
触
れ
た
も
の

を
列
挙
す
る
と 

 

木
食
戒
「
火
の
通
っ
た
も
の
や
米
穀
を
断
ち
、
木

の
実
を
食
べ
て
」
修
行
す
る
こ
と
。 

 

ま
た
ぎ
「
ク
マ(

山
言
葉
で
「
イ
タ
ズ
」)

や
野
ウ

サ
ギ
な
ど
を
追
う
山
間
に
居
住
し
、
古
い
伝
統

を
持
っ
た
狩
猟
民
」(

山
々
を
股
に
か
け
る
か

ら
説
、
狩
の
意
の
ア
イ
ヌ
語
「
マ
タ
ク
」

説
。) 

秋
田
犬｢

日
本
古
来
の
マ
タ
ギ
犬(

狩
猟
犬)｣

が
ル

ー
ツ
？ 

 

板
額
御
前
の
こ
と 

平
山
善
之
氏
史
遊
サ
ロ
ン
通

信
二
六
六
号 

「
あ
た
し
の
中
に
は
蝦
夷
の
血

が
流
れ
て
い
る
。
…
…
西
の
者
た
ち
と
違
い
、

森
を
開
か
ず
、
森
の
中
で
生
き
、
獣
を
狩
り
、

そ
の
狩
っ
た
獣
を
神
と
し
て
崇
め
な
が
ら
生
き

る
、
誇
り
高
き
狩
人
だ
。
狩
人
は
優
秀
な
戦
士

で
も
あ
っ
た
」。 

 

健
康
寿
命 

一
位
日
本
七
三
・
六
歳
、
二
位
ス
ペ

イ
ン
七
一
・
九
歳
、
三
位
ス
イ
ス
・
イ
タ
リ
ア

七
一
・
七
歳
。 

食
品
の
種
類
の
多
さ(

食
品
の
多
様
性
ス
コ
ア)

 

一
位
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、
二
位
日
本
、
三
位

ス
ペ
イ
ン
。｢

食
品
の
多
様
性｣

が
高
い
ほ
ど
健

康
寿
命
が
長
い
傾
向
に
。
縄
文
の
影
が
？ 

 

築
地
魂 

世
界
一
の
漁
食
文
化
「
魚
の
目
利
き
」

発
信
基
地
の
魚
河
岸
、
原
点
は
縄
文
の
漁
労

に
。 

 
ユ
ー
カ
ラ(

ア
イ
ヌ
語 

物
真
似
す
る
意) 

ア
イ
ヌ
に
口
承
さ
れ
て
き
た
叙
事
詩
の
一
。
広

義
に
は
、
女
性
、
自
然
神(

カ
ム
イ)

を
主
人
公

と
す
る
叙
事
詩
を
含
む
。 

「
カ
ム
イ
」(

ア
イ
ヌ
語
の
神
。「
カ
ム
」
は
「
か

み
」
の
古
形)

。 

 

お
も
ろ(

「
思
い
」
と
同
源
で
、
神
に
申
し
上
げ

宣
り
奉
る
の
意) 

沖
縄
・
奄
美
諸
島
に
伝
わ
る
古
代
歌
謡
。
呪
術

性
・
抒
情
性
を
内
包
し
た
幅
の
広
い
叙
事
詩
。 

一
二
世
紀
か
ら
一
七
世
紀
は
じ
め
に
謡
わ
れ
た
。 

ウ
チ
ナ
ー
グ
チ(

沖
縄
口)

沖
縄
語

ウ
チ
ナ
ー
グ
チ

、
沖
縄
方
言
。 

 

 
 

 
 
 
 
 
 

古
代
日
本
語─

近
代
日
本
語
と 

ヤ
マ
ト
祖
語 

 
 
 
 
 
 

古
代
琉
球
国─

近
代
琉
球
語
に 

 

分
岐(

二
大
方
言)

し
た
。
約
一
七
〇
〇
年
前
こ
ろ
に

分
岐
が
は
じ
ま
っ
た
か
？ 

 と
こ
ろ
で
、
現
代
日
本
人
の
私
達
は
、
好
き
な
童

謡
・
唱
歌
、「
春
の
小
川
」
「
春
が
来
た
」
、「
夏
は
来

ぬ
」「
夏
の
思
い
出
」
、「
里
の
秋
」「
紅
葉(

秋
の
夕

日
に
…
…)

」、「
冬
の
夜
」「
冬
景
色
」
な
ど
四
季

折
々
の
情
景
に
触
れ
る
と
、
こ
の
国
の
原
風
景
に
思

い
を
は
せ
、
自
然
の
恵
み
を
感
じ
る
が
、
こ
れ
も

「
縄
文
の
文
化
的
遺
伝
子
」
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。 

 

と
い
う
ふ
う
に
、
折
に
触
れ
、
事
に
触
れ
、
こ
の

国
日
本
の
原
風
景
に
思
い
を
は
せ
、
カ
ミ
・
自
然
を

感
じ
さ
せ
る
縄
文
文
化
の
姿
を
心
に
描
く
の
あ
る
。 

『
縄
文
文
化
が
日
本
人
の
未
来
を
拓
く
』
は
そ
の
エ

ピ
ロ
ー
グ
「
自
然
と
共
生
し
た
」
縄
文
と
「
自
然
を

支
配
す
る
」
大
陸
文
化
で
次
の
如
く
訴
え
て
い
る
。 

「
縄
文
人
が
ム
ラ
の
周
り
に
展
開
す
る
ハ
ラ
と
共
存

共
生
を
一
万
年
以
上
に
わ
た
っ
て
や
っ
て
き
た
…
…

そ
う
い
う
経
験
は
大
陸
側
に
は
な
か
っ
た
。
た
だ
ち

に
自
然
と
の
対
決
姿
勢
に
入
っ
て
い
く
。
人
間
が
、

自
然
と
征
服
戦
争
を
始
め
る
。
そ
れ
が
西
洋
的
歴
史

観
に
つ
な
が
っ
て
い
く
」
そ
の
結
果
「
深
刻
な
局
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面
、
も
し
か
し
た
ら
核
戦
争
が(

中
略)

。
自
然
の
歴

史
が
教
え
て
く
れ
る(

中
略)

。
わ
れ
わ
れ
の
身
近
な

縄
文
文
化
か
ら
、
今
の
時
代
の
わ
た
く
し
た
ち
の
生

き
方
を
も
う
一
度
照
ら
し
だ
し
て
い
く
必
要
が
あ

る
」
と
。 

 

二
十
世
紀
は
「
西
洋
科
学
」
に
お
け
る
世
界
観
が

「
機
械
論
的
」
に
行
き
過
ぎ
「
核
に
収
斂
」
さ
れ
、

今
日
わ
れ
わ
れ
の
社
会
全
体
が
抱
え
て
い
る
諸
々
の

危
機
を
も
た
ら
し
た
が
、
二
十
一
世
紀
は
そ
れ
が
更

に
「
地
球
上
か
ら
、
宇
宙
が
戦
場
」
へ
と
エ
ス
カ
レ

ー
ト
し
「
人
類
全
体
が
生
き
延
び
ら
れ
る
か
の
危

機
」
を
も
た
ら
し
て
い
る
と
い
っ
て
も
過
言
で
な
く

な
っ
て
い
る
。 

「
日
本
文
化
は
今
、
世
界
的
に
注
目
を
集
め
て
い

る
」
の
は
実
は
縄
文
文
化
の
「
自
然
と
共
存
共
生
」

そ
の
中
で
育
ま
れ
る
「
自
然
に
備
わ
る
人
間
の
愛

情
」
な
の
で
は
…
…
。「
個
々
人
の
世
界
観
の
変
革

は
、
人
々
の
生
き
方
の
変
革
に
直
結
し
、
そ
れ
は
ま

た
社
会
全
体
の
変
革
へ
と
展
開
さ
れ
て
い
く
」
そ
の

き
っ
か
け
に
と
の
「
人
類
の
希
望
」
の
深
層
の
現
わ

れ
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の
で
あ
る
が
？ 

  

参
考
に
し
た
主
な
る
文
献 

縄
文
文
化
が
日
本
人
の
未
来
を
拓
く 

 

小
林
達
雄 

徳
間
書
店 

二
〇
一
八
年 

縄
文
人
論(

講
演) 

小
林
達
雄 

史
遊
会
通
信
一
五
七
号 

平
成
一

九
年 

縄
文
の
思
考 

小
林
達
雄 

ち
く
ま
新
書 

二
〇
〇
八
年 

季
刊
邪
馬
台
国 

第
一
三
四
号 

日
本
人
と
縄
文

文
化 

梓
書
院 

平
成
三
〇
年 

縄
文
以
前
の
日
本
列
島
の
謎 

井
口
一
幸
・
蜂
矢
敬
啓 

高
文
堂
出
版
社 

平
成

一
二
年 

縄
文
学
へ
の
道 

小
山
修
三 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス 

一
九
九
七
年 

文
明
に
抗
し
た
弥
生
の
人
び
と 

寺
前
直
人 

吉
川
弘
文
館 

二
〇
一
七
年 

植
物
と
文
明Ⅰ

解
説
書 

藤
井
純
夫 

岡
山
市
立
オ
リ
エ
ン
ト
美
術
館 

一
九
八
二
年 

栽
培
植
物
と
農
耕
の
起
源 

中
尾
佐
助 

岩
波
新
書 

一
九
七
七
年 

沖
縄
一
千
年
史 

眞
境
名
安
興 

栄
光
出
版
社 

昭
和
四
九
年
版 

沖
縄
語
辞
典 

内
間
直
仁
・
野
原
三
義 

研
究
社 

二
〇
一
二
年 

グ
リ
ー
ン
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
野
草
編 

森
田
勇
造 

青
少
年
交
友
協
会 

昭
和
六
二
年 

グ
リ
ー
ン
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
樹
木
編 

森
田
勇
造 

青
少
年
交
友
協
会 
昭
和
六
一
年 

キ
ノ
コ
採
り
の
楽
し
み 

横
山
竜
夫
・
内
田
正
宏
・

伊
沢
正
名 

永
岡
書
店 

一
九
八
九
年 

諏
訪
大
社
の
御
柱
と
年
中
行
事 

宮
坂
光
昭 

郷
土
出
版
社 

二
〇
〇
三
年 

図
表
で
み
る
江
戸
・
東
京
の
世
界 

東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館 

平
成
一
〇
年 

一
宮
巡
礼
の
旅 

入
江
孝
一
郎 

み
く
に
書
房 

一
九
八
八
年 

原
始
の
神
社
を
も
と
め
て 

日
本
・
琉
球
・
済
州
島 

岡
谷
公
二 

平
凡
社 

二
〇
一
七
年 

パ
ラ
ダ
イ
ム
・
ブ
ッ
ク 

Ｃ
＋
Ｆ
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ 

日
本
実
業

出
版
社 

昭
和
六
二
年 

レ
ヴ
ア
ン
ト
初
期
農
耕
文
化
の
研
究 

藤
井
純
夫 

岡
山
市
立
オ
リ
エ
ン
ト
美
術
館 

一
九
八
一
年 

栽
培
植
物
の
起
原 

田
中
正
武 

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス 

昭
和
五
一
年 

栽
培
植
物
の
起
原
と
伝
播 

星
川
清
親 

二
宮
書
店 

昭
和
五
三
年 

 
 
 

  
 

 
 
 

 
 

 
 



史遊ｻﾛﾝ通信 (史遊会通信継承) No.268(10)                                                                            

 


